
平成 25年度は、次のとおり延 27件について審査を行いました。 

 

 開催日 検討課題 審議の結果 

第１回 ６月６日 (1) 白内障手術時のトリパンブルーの使用  ・承認しました。 

(2) 眼科の白内障術前点眼薬３種の混合に

ついて 

・承認しました。 

(3) 高齢者（75歳）の病理病期Ⅱ‐ⅢA期

非小細胞肺癌完全切除例に対するカルボプ

ラチン/TS‐1による術後補助化学療法の

feasibility study（エスカルゴ 002） 

 

・承認しました。 

(4)大腿骨骨折発症機構解明のための観察研

究 

・承認しました。 

(5)遷延性意識障害患者の栄養療法への家族

の不承認に対する対応 

 

・適切に対応しました。 

第２回 ７月３日 (1) 家族性腫瘍相談外来の設置及びがん関

連遺伝子に対する遺伝子検査の有用性、

および新規がん関連遺伝子の探索研究 

 

・承認しました。 

 

(2) 同種骨移植について 

 

・承認しました。 

第３回 

 

 

９月１３日 (1) 予後不良因子を持つ早期 RA 患者に対す

る新規薬剤の有効性及び安全性の検討 

多施設共同研究 

 

・承認しました。 

(2) 初期全身治療を受ける乳がん患者の

Quality of Lifeに関する仮説モデル

の検証 

 

・承認しました。 

(3) 高齢腹膜透析患者家族の介護負担感と

その要因について 

 

・承認しました。 

(4)Ｊ－ＢＲＡＮＤ Ｒｅｇｉｓｔｒｙ 

 

・承認しました。 

(5) 非小細胞肺癌完全切除例に対する TS－

1 術後補助化学療法の通常投与法（2 週投

与 1週休薬）および隔日投与法のランダム

化第Ⅱ相試験 

・承認しました。 

(6) 身体抑制の同意が得られない場合の対

応について 

・承認しました。 

第４回 １０月９日 (1) 緩和ケア医を志す医師・若手緩和ケア

医が感じる研修・自己研鑽のニーズについ

てのアンケート調査 

・承認しました。 

(2)手術不能又は再発乳癌患者を対象とし

た低用量 Nab－Paclitaxel（アブラキサン）

3週投与法の検討 

・承認しました。 



第５回 １２月１３日 (1) インスリンとシダグリプチン併用によ

る有用性の検討  Ｉ－ＵＮＩＴＥＳｔｕｄ

ｙ 

・承認しました。 

(2) 口腔外科手術による中枢性感作の影響

について 

・承認しました。 

(3) 心房細動における抗凝固療法の有効性

安全性実態調査 ＡＳＳＡＦ‐Ｋ 

・承認しました。 

第６回 １月８日 (1) 血清 CA19－9 キャリア分子の分子多様

性に関する研究 

・継続審議としました。 

(2) 日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団

研究事業 日本ホスピス緩和ケア協会会

員施設における「遺族によるケアの質の評

価に関する研究」J‐HOPE3 

・承認しました。 

(3) 地域包括システムにおけるがんリハビ

リテーション推進のための課題研究 

・承認しました。 

(4) 心房細動における抗凝固療法の有効性

安全性実態調査 ＡＳＳＡＦ‐Ｋ 

・承認しました。 

第７回 ２月１９日 (1) Ｊ－ＢＲＡＮＤ Ｒｅｇｉｓｔｒｙ ・承認しました。 

 

(2) 血清 CA19－9検査の改良に関する研究 ・承認しました。 

 

第８回 ３月１７日 (1) 臨床的 FIGOIVb 期子宮体がんに対する

寛解導入化学療法後の腫瘍摘出術に関す

る Feasibility Study（婦人科悪性腫瘍研

究機構 子宮体がん研究 JGOG2046） 

・承認しました。 

(2) プラチナ抵抗性再発・再燃 Mullerian 

carcinoma（上皮性卵巣癌、原発性卵管癌、

腹膜癌）におけるリポソーム化ドキソルビ

シン（PLD）50 ㎎/㎡に対する PLD40 ㎎/㎡

のランダム化第Ⅲ相比較試験（婦人科悪性

腫瘍研究機構 卵巣がん研究 JGOG3018） 

・承認しました。 

(3) ステージング手術が行われた上皮性卵

巣癌Ⅰ期における補助化学療法の必要性

に関するランダム化第Ⅲ相比較試験（婦人

科悪性腫瘍研究機構  卵巣がん研究

JGOG3020） 

・承認しました。 

 

 

 


